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といけないって｡ 年間パス､定期があるんですって｡ それで行っている人はたくさん｡ しかしあれは素晴らしいけれ
ども､だけども大学がディズニーランドになるのはおかしいわけです｡人はいっぱい来ます｡経営的に安定しますが｡
ということで､今日はいろいろな問題を出していただきました｡もちろん大学には私が今言った3つ以外にも､生
涯学習の中のどういう機能を担うのか｡あるいは､その地域とか､社会そのものとどう絡んでいくかとか､いろいろ
と現在強調されている機能もあります｡そういうことも含めて､もう一度個性化というもの､個性があればいいとい
うものでもないと｡あるいは､人が来ればいいというものでもない｡もちろん人が来ないとどうにもなりませんけれ
ども｡人は来る｡ だけども､大学本来の機能として何かを大事にしながら､うちはというのを考えていかないといけ
ないと思います｡ですから今1200あります｡私は､この1200が1200通りの峰をつくっていく｡ 八ヶ岳ですね｡1200通
りの峰ができていけば､これが本当の個性化かなと｡これはもちろん抽象的な､楽観的すぎる話です｡ しかしそれが
できなければ､どうせつぶれていきますから｡これから10年､15年で必ずつぶれますんで｡そういう意味では､生き
残りをかけた競争であると同時に､しかし私は､願わくは､その生き残りの競争が､本質論というのをどこかで踏ま
えた競争になって欲しいなということを願いたいなと思っております0
あまり大急ぎでお話をして､十分な総括になりませんでしたけれども､本当に今日はご参加有り難うございました｡
そして､いろいろな大事な問題提起をしていただきました先生方､有り難うございました｡
(文責､センター)
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